
- 1 -

　
　

寛
正
～
文
明
期
の
連
歌
に
お
け
る
「
七
賢
風
」
と
「
宗
祇
風
」

勢

田　

勝

郭　
　
　

　

寛
正
期
か
ら
文
明
期
に
か
け
て
、
連
歌
の
風
体
は
い
わ
ゆ
る
「
七
賢
風
」
か
ら
「
宗
祇

風
」
へ
と
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
経
緯
を
、
実
際
の
連
歌
の
場
に
お
け

る
作
品
た
る
百
韻
千
句
資
料
を
直
接
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
か
ら

跡
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

後
世
「
中
古
」
と
呼
ば
れ
る
応
永
～
永
享
期
の
連
歌
の
風
体
を
否
定
し
て
成
立
し
た
の
が
、
宗
砌

の
風
体
で
あ
り
、
宗
祇
の
連
歌
は
、
そ
の
宗
砌
の
風
体
を
、
心
敬
・
専
順
を
介
し
て
継
承
・
発
展
さ

せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
現
在
、
連
歌
史
の
通
説
と
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
応

永
～
永
享
期
の
連
歌
と
宗
砌
以
下
の
七
賢
の
連
歌
と
の
間
で
は
、
そ
の
風
体
の
断
絶
性
が
、
七
賢
の

連
歌
と
宗
祇
の
連
歌
と
の
間
に
は
、
そ
の
継
続
性
の
解
明
が
今
ま
で
研
究
者
の
主
た
る
対
象
と
さ
れ

て
来
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
基
本
的
に
は
正
し
い
把
握
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
が
、
一

方
、
実
際
に
、
七
賢
と
呼
ば
れ
る
作
者
達
の
連
歌
と
、
宗
祇
連
歌
の
代
表
作
と
さ
れ
る
長
享
二
年
正

月
二
十
三
日
「
何
人
」
や
延
徳
三
年
十
月
二
十
日
「
何
人
」
な
ど
を
読
み
比
べ
て
み
る
と
、
両
者
の

間
に
は
、
か
な
り
判
然
と
し
た
相
異
が
看
取
で
き
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
本
稿
は
、
七
賢
の
連
歌

風
体
（
以
下
、
「
七
賢
風
」
）
と
宗
祇
の
そ
れ
（
以
下
、
「
宗
祇
風
」
）
と
の
関
係
を
、
後
者
は
前
者
を

継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
両
者
互
い
に
対
比
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
も
あ
る
と

の
立
場
に
立
っ
た
上
で
、

　

（
Ⅰ
）
後
者
が
、
前
者
に
比
較
し
て
、ど
の
よ
う
に
変
貌
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
、

　

（
Ⅱ
）
そ
の
新
風
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
連
歌
界
に
普
及
し
て
い
っ
た
か
を
、
実
際
の
連
歌
の
場

に
お
け
る
作
品
た
る
百
韻
千
句
資
料
を
直
接
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
か
ら

跡
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

「
七
賢
風
」
と
「
宗
祇
風
」
―
―
『
享
徳
二
年
千
句
』
と
『
葉
守
千
句
』
の
比
較
検
討

　

「
七
賢
風
」
の
作
品
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、『
享
徳
二
年
千
句
』
第
四
「
何
人
」
百
韻
〈
注
１
〉
、「
宗

祇
風
」
の
作
品
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、『
葉
守
千
句
』
第
四
「
薄
何
」
百
韻
〈
注
２
〉
を
採
り
あ
げ
る
。

前
者
は
、
七
賢
の
中
、
宗
砌
・
心
敬
・
専
順
の
三
名
が
一
座
す
る
も
の
、
後
者
は
、
そ
の
三
十
四
年

後
の
長
享
元
年
十
二
月
に
興
行
さ
れ
た
宗
祇
以
下
、
肖
柏
・
宗
長
な
ど
、
宗
祇
一
門
に
よ
る
作
品
で

あ
る
。

①
こ
れ
は
、
七
賢
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
宗
砌
個
人
の
作
風
の
特
徴
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い

が
、
彼
の
連
歌
に
名
所
の
句
が
非
常
に
多
い
こ
と
は
、
宗
祇
が
『
角
田
川
』
で
指
摘
し
て
い
る
所

で
あ
る
〈
注
３
〉
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
大
か
た
、
名
所
の
事
は
、
（
中
略
）
常
に
侍
ら
ぬ
名
所
を
、

詠
む
べ
か
ら
ず
と
な
り
」
と
い
う
の
が
、
宗
祇
の
態
度
で
あ
る
。
当
然
、
宗
祇
風
の
連
歌
で
は
、

名
所
の
句
が
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
『
享
徳
二
年
千
句
』
第
四
「
何
人
」
と
『
葉
守
千
句
』
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第
四
「
薄
何
」
に
お
け
る
名
所
の
句
を
列
挙
し
比
較
す
る
と
、
以
下
の
ご
と
く
で
、
前
者
で
は

十
五
句
を
数
え
る
の
に
対
し
、
後
者
に
お
い
て
は
、
一
句
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

▽
『
享
徳
二
年
千
句
』
第
四
「
何
人
」

▽
『
葉
守
千
句
』
第
四
「
薄
何
」

尋
ね
入
野
の
鈴
虫
の
声

（
一
四
）

音
羽
川
砌
も
岩
も
古
り
は
て
ゝ

（
三
五
）

天
の
川
渚
の
岡
に
波
あ
れ
て

（
一
九
）

秋
は
は
や
猪
名
の
山
陰
う
ち
時
雨
れ
（
二
七
）

ぬ
る
ゝ
木
曽
路
の
麻
の
狭
衣

（
二
八
）

誰
か
知
る
高
野
の
室
の
そ
の
昔

（
三
五
）

那
智
の
湊
の
秋
の
入
り
塩

（
五
〇
）

御
熊
野
や
夕
な
ぎ
の
葉
の
浦
さ
び
て
（
五
一
）

船
の
ぼ
り
え
ぬ
富
士
の
は
や
川

（
六
二
）

箱
根
山
は
し
り
下
れ
ば
湯
本
に
て

（
六
三
）

秋
寒
き
田
上
川
の
網
代
も
り

（
八
三
）

吉
備
の
山
中
を
し
の
ぎ
て
吹
く
風
に
（
八
七
）

波
か
と
よ
霞
も
白
く
鳴
海
潟

（
九
一
）

船
路
の
花
の
生
の
浦
梨

（
九
二
）

雲
も
憂
し
姨
捨
山
の
秋
の
暮

（
九
七
）

霧
や
は
か
ゝ
る
風
越
の
峰

（
九
八
）

②
宗
祇
風
連
歌
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
、
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
は
、
句
の
仕
立
の
多
様
性
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
「
惜
し
み
も
あ
へ
ず
春
ぞ
暮
れ
ゆ
く
」
と
い
う
前
句
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
付
句
が
可
能
か
を
考
え
て
み
る
。
「
吹
く
風
に
残
り
な
く
散
る
桜
花
」
と
、
平
凡
に
付
け
る

こ
と
も
で
き
る
が
、
ま
た
「
山
風
の
吹
く
に
も
散
ら
ぬ
花
も
が
な
」
と
、
願
望
表
現
を
用
い
て
付

句
を
仕
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
心
な
く
花
な
散
ら
し
そ
山
颪
」
と
禁
止
（
命
令
）
表
現
を
用

い
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
「
残
る
花
見
捨
て
ゝ
い
づ
こ
帰
る
雁
」
な
ど
と
、
所
謂
「
疑
問
詞
」
を

用
い
て
、
疑
問
・
反
語
表
現
で
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
仕
立
を
用
い
る

か
は
、
句
の
作
者
の
意
思
に
委
ね
ら
れ
、
そ
の
出
さ
れ
た
句
を
懐
紙
に
書
き
と
め
る
（
採
用
す
る
）

か
ど
う
か
は
、
一
座
の
宗
匠
の
意
思
に
委
ね
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、『
享
徳
二
年
千
句
』
第
四
「
何
人
」

と
『
葉
守
千
句
』
第
四
「
薄
何
」
に
つ
い
て
、
願
望
表
現
・
命
令
禁
止
表
現
・
疑
問
詞
を
用
い
て

仕
立
て
ら
れ
た
句
を
列
挙
す
る
と
、
前
者
に
お
い
て
は
九
句
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
十
八

句
と
、
二
倍
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。

　

▽
『
享
徳
二
年
千
句
』
第
四
「
何
人
」

▽
『
葉
守
千
句
』
第
四
「
薄
何
」

月
と
誰
が
中
の
衣
ぞ
秋
の
雲

（
〇
一
）

い
づ
く
都
と
か
へ
り
見
る
空

（
〇
六
）

い
づ
く
に
か
消
え
し
氷
は
流
る
ら
む
（
〇
七
）

身
も
弱
れ
と
や
つ
れ
な
か
る
ら
む

（
一
六
）

忍
ぶ
る
心
通
ふ
と
も
知
れ

（
二
四
）

山
を
誰
木
綿
付
鳥
に
越
え
ぬ
ら
む

（
一
九
）

誰
か
知
る
高
野
の
室
の
そ
の
昔

（
三
五
）

何
に
か
人
の
身
は
帰
る
ら
む

（
三
〇
）

幾
千
代
の
菊
の
下
露
つ
も
る
ら
む

（
三
七
）

憂
き
を
た
ゞ
忘
れ
が
た
み
に
慰
め
よ

（
三
三
）

春
は
と
へ
や
と
思
ふ
柴
の
戸

（
五
四
）

風
吹
か
ぬ
山
路
も
花
は
い
か
な
ら
む

（
四
五
）

つ
た
へ
聞
け
君
が
言
葉
の
謀

（
六
五
）

誰
住
み
て
峰
に
砧
を
急
ぐ
ら
む

（
五
五
）

友
は
な
ど
身
を
も
我
を
も
捨
て
つ
ら
む
（
六
九
）

い
つ
ま
で
の
川
辺
の
橋
の
朽
ち
ぬ
ら
む
（
五
九
）

誰
が
つ
く
る
そ
の
古
ご
と
ゝ
残
る
ら
む
（
七
五
）

う
し
ろ
安
く
も
頼
ま
れ
よ
か
し

（
六
九
）

誰
を
か
と
は
む
知
ら
ぬ
夕
暮

（
七
〇
）

さ
き
だ
ゝ
ば
花
も
あ
は
れ
め
草
の
原

（
七
一
）

鴬
も
鳴
け
い
つ
を
待
つ
ら
む

（
七
四
）

何
の
罪
残
り
て
か
か
く
生
ま
る
ら
む

（
七
七
）

心
深
さ
を
よ
し
や
あ
ら
は
せ

（
七
八
）

物
怪
と
な
り
て
も
人
に
知
ら
れ
ば
や

（
七
九
）

注
連
の
中
な
る
花
な
手
折
り
そ

（
八
二
）

偽
り
と
知
れ
ど
も
な
ど
か
待
た
る
ら
む

（
九
七
）

小
萩
が
露
は
風
も
乱
す
な

（
〇
〇
）

③
宗
祇
風
連
歌
の
特
徴
と
し
て
今
一
つ
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
は
、
著
し
い
心
情
性
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
の
表
象
の
一
つ
と
し
て
、
「
憂
し
」
と
か
「
寂
し
」
と
か
「
悲
し
」
と
か
「
惜
し
」
と
か
、
端

的
に
心
情
を
表
現
す
る
形
容
詞
（
以
下
、
便
宜
的
に
「
心
情
形
容
詞
」
と
呼
ぶ
）
が
多
用
さ
れ
る
。

『
享
徳
二
年
千
句
』
第
四
「
何
人
」
と
『
葉
守
千
句
』
第
四
「
薄
何
」
に
つ
い
て
そ
れ
を
数
え
て

み
る
と
〈
注
４
〉
、
前
者
で
は
、
「
憂
し
」
が
四
例
、
「
惜
し
」
が
一
例
、
「
悲
し
」
が
一
例
の
三

種
、
六
例
に
対
し
、
後
者
で
は
、
「
憂
し
」
が
三
例
（
第
二
六
・
三
三
・
九
六
句
）
、
「
寂
し
」
が
三

例
（
第
二
三
・
五
八
・
八
九
句
）
、「
悲
し
」
が
二
例
（
第
一
四
・
七
六
句
）
、「
は
か
な
し
」
が
二
例
（
第

三
二
・
五
〇
句
）
〈
注
５
〉
、
「
う
し
ろ
安
し
」
が
一
例
（
第
六
八
句
）
、
「
覚
束
な
し
」
が
一
例
（
第

六
九
句
）
、「
つ
ら
し
」
が
一
例
（
第
八
一
句
）
、「
恨
め
し
」
が
一
例
（
第
九
六
句
）
、「
あ
ぢ
き
な
し
」

が
一
例
（
第
九
八
句
）
の
九
種
一
五
例
で
、
二
・
五
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
列
挙
す
る
と
、
以
下

の
ご
と
く
で
あ
る
、

　

▽
『
享
徳
二
年
千
句
』
第
四
「
何
人
」

▽
『
葉
守
千
句
』
第
四
「
薄
何
」

立
ち
よ
れ
ば
踏
む
跡
惜
し
く
花
ち
り
て
（
〇
九
）

あ
は
に
結
べ
る
契
り
悲
し
も

（
一
四
）

徒
ら
に
住
む
世
の
憂
き
身
古
り
に
け
り

（
一
一
）

さ
び
し
さ
の
限
り
か
霞
む
夕
ま
暮

（
二
三
）

憂
し
や
仏
の
後
の
常
闇

（
四
六
）

今
日
も
憂
き
世
ぞ
よ
し
や
恨
み
じ

（
二
六
）

な
さ
け
に
酔
へ
る
後
ぞ
悲
し
き

（
七
〇
）

飽
か
ざ
り
し
中
と
慕
ふ
は
か
な
さ

（
三
二
）

憂
き
後
朝
は
明
け
は
て
に
け
り

（
八
〇
）

憂
き
を
た
ゞ
忘
れ
が
た
み
に
慰
め
よ

（
三
三
）

雲
も
憂
し
姨
捨
山
の
秋
の
暮

（
九
七
）

ひ
と
り
は
寝
じ
の
鷺
の
は
か
な
さ

（
五
〇
）

ᐶṇ㹼ᩥ᫂ᮇࡢ㐃ḷࠕࡿࡅ࠾࡟୐㈼㢼ࠖࠕ࡜᐀♲㢼ࠖ 45
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古
道
さ
び
し
柳
ち
る
里 

（
五
八
）

 
 

う
し
ろ
安
く
も
頼
ま
れ
よ
か
し 

（
六
八
）

 
 

あ
だ
な
れ
ば
覚
束
な
き
を
思
ひ
に
て 

（
六
九
）

 
 

女
の
う
へ
ぞ
見
る
も
悲
し
き 

（
七
六
）

 
 

神
や
な
ほ
乱
れ
た
る
世
の
つ
ら
か
ら
む
（
八
一
）

 
 

陰
さ
び
し
楸
う
ち
散
る
露
の
暮 

（
八
九
）

 
 

憂
き
に
耐
へ
た
る
恋
は
恨
め
し 

（
九
六
）

 
 

秋
の
夕
べ
の
あ
ぢ
き
な
き
空 

（
九
八
）

④ 

「
浦
の
苫
屋
に
松
風
ぞ
吹
く
」
と
い
う
句
を
体
言
止
め
で
仕
立
て
よ
う
と
す
る
と
、
「
浦
の
苫
屋

に
吹
く
は
松
風
」
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
浦
の
苫
屋
に
吹
く
松
の
風
」
と
す

る
こ
と
も
で
き
る
し
、も
う
一
工
夫
し
て
「
浦
の
苫
屋
の
松
に
吹
く
風
」
と
す
れ
ば
、
口
調
は
ず
っ

と
な
だ
ら
か
に
な
る
。
こ
の
体
言
止
め
下
句
の
末
七
字
の
仕
立
に
つ
い
て
、
次
の
五
類
型
を
立
て

て
考
え
る
。

（
ⅰ
）
サ
止
め
型
…
…
例
：
夢
の
は
か
な
さ
、
世
の
中
の
憂
さ

（
ⅱ
）
二
㹺

五
型 

…
… 

例
：
た
ゞ
／
春
の
空
、
ま
た
／
仮
枕

（
ⅲ
）
三
㹺

四
型 

…
… 

例
：
秋
の
／
夕
暮
、
遠
き
／
山
の
端

（
ⅳ
）
五
㹺

二
型 

…
… 

例
：
遠
方
の
／
雲
、
春
の
夜
の
／
夢

（
ⅴ
）
七
型
…
…
…
…
例
：
山
時
鳥
、
大
和
言
の
葉

応
永
～
永
享
期
の
連
歌
で
は
、
体
言
止
め
下
句
の
末
七
字
の
仕
立
に
好
ま
れ
た
の
は
、
圧
倒
的
に

（
ⅲ
）
の
三
㹺

四
型
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
傾
向
は
、
七
賢
の
時
代
に
も
変
わ
ら
ず
、
『
享
徳
二
年
千

句
』
第
四
「
何
人
」
に
お
い
て
も
、
三
六
句
の
体
言
止
め
下
句
中
、
三
㹺

四
型
が
二
四
句
を
占
め
る
。

そ
れ
に
対
し
、『
葉
守
千
句
』
第
四
「
薄
何
」
で
は
、
五
句
（
二
九
句
中
）
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
列
挙
す
る
と
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

▽
『
享
徳
二
年
千
句
』
第
四
「
何
人
」 

▽
『
葉
守
千
句
』
第
四
「
薄
何
」

野
分
の
風
の　

か
よ
ふ
／
山
も
と 

（
〇
四
） 

雨
の
中
な
る　

野
辺
の
／
里
々 

（
〇
八
）

出
づ
る
朝
日
の　

浮
か
ぶ
／
海
づ
ら 

（
〇
六
） 

誰
を
か
と
は
む　

知
ら
ぬ
／
夕
暮 

（
七
〇
）

春
浅
く
な
る　

雪
の
／
木
隠
れ 

（
〇
八
） 

あ
ら
ぬ
跡
と
も　

霞
む
／
故
郷 

（
八
四
）

心
あ
り
と
も　

見
え
ぬ
／
山
賎 

（
一
〇
） 

月
さ
し
出
づ
る　

船
の
／
白
波 

（
八
六
）

風
も
音
す
る　

森
の
／
下
水 

（
二
〇
） 

渡
る
時
雨
も　

荒
き
／
浜
荻 

（
八
八
）

友
待
つ
暮
の　

門
の
／
や
す
ら
ひ 

（
二
二
）

ぬ
る
ゝ
木
曽
路
の　

麻
の
／
狭
衣 

（
二
八
）

さ
そ
ふ
や
波
の　

花
の
／
春
風 

（
三
二
）

我
が
頼
み
な
る　

雁
の
／
玉
章 

（
四
〇
）

さ
だ
か
に
匂
ふ　

梅
の
／
朝
風 

（
四
四
）

憂
き
や
仏
の　

後
の
／
常
闇　
　
　
　

（
四
六
）

那
智
の
湊
の　

秋
の
／
入
り
塩　
　
　

（
五
〇
）

春
は
と
へ
や
と　

思
ふ
／
柴
の
戸　
　

（
五
四
）

帰
ら
む
道
も　

知
ら
ぬ
／
古
寺　
　
　

（
五
八
）

船
の
ぼ
り
え
ぬ　

富
士
の
／
は
や
川　

（
六
二
）

身
に
汗
な
が
し　

急
ぐ
／
旅
人　
　
　

（
六
四
）

と
へ
ど
答
へ
ぬ　

宿
の
／
古
人　
　
　

（
六
八
）

明
け
な
む
と
す
る　

月
の
／
入
り
方　

（
七
二
）

岨
な
る
橋
や　

霧
の
／
う
も
れ
木　
　

（
七
四
）

囲
ひ
ま
ば
ら
に　

見
ゆ
る
／
草
の
屋　

（
七
八
）

火
を
と
る
虫
の　

あ
だ
の
／
玉
の
緒　

（
八
二
）

粟
の
葉
高
く　

茂
る
／
古
畑　
　
　
　

（
八
八
）

船
路
の
花
の　

生
の
／
浦
梨　
　
　
　

（
九
二
）

春
や
隣
を　

し
む
る
／
梅
が
香　
　
　

（
〇
〇
）

⑤ 

体
言
止
め
下
句
の
末
七
字
の
仕
立
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
相
違
は
、
宗
祇
風
の
連
歌
で

は
（
ⅰ
）
の
「
サ
止
め
型
」
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
享
徳
二
年
千
句
』

第
四
「
何
人
」
と
『
葉
守
千
句
』
第
四
「
薄
何
」
に
つ
い
て
該
当
句
を
列
挙
す
る
と
、
前
者
に
は

該
当
す
る
例
が
存
在
し
な
い
の
に
対
し
、
後
者
に
は
、
以
下
の
ご
と
く
八
例
が
数
え
ら
れ
る
。

　

▽
『
享
徳
二
年
千
句
』
第
四
「
何
人
」 

▽
『
葉
守
千
句
』
第
四
「
薄
何
」

　

（
該
当
例
な
し
） 

 

起
き
出
づ
る
夜
の　

鐘
の
さ
や
け
さ 

（
〇
四
）

 
 

急
ぐ
も
し
る
き　

道
の
遥
け
さ 

（
二
〇
）

 
 

飽
か
ざ
り
し
中
と　

慕
ふ
は
か
な
さ 

（
三
二
）

 
 

滝
か
す
か
な
る　

雪
の
静
け
さ 

（
三
六
）

 
 

露
の
命
の　

か
ゝ
る
あ
は
れ
さ 

（
四
〇
）

 
 

ひ
と
り
は
寝
じ
の　

鷺
の
は
か
な
さ 

（
五
〇
）

 
 

風
も
声
と
き　

山
の
寒
け
さ 

（
五
四
）

 
 

思
ひ
を
遠
く　

か
け
し
愚
か
さ 

（
六
〇
）

　

論
点
を
明
瞭
に
し
よ
う
と
し
て
、
わ
ざ
と
両
者
の
差
異
が
は
っ
き
り
と
看
取
で
き
る
作
品
を
選
ん

だ
の
で
あ
る
が
、
今
、
列
挙
し
た
所
の
、

①
名
所
句
の
減
少

②
願
望
表
現
・
命
令
禁
止
表
現
・
疑
問
詞
を
用
い
た
句
の
増
加

③
心
情
形
容
詞
の
増
加

④
体
言
止
め
下
句
末
七
字
「
三
㹺

四
型
」
の
減
少

奈良工業高等専門学校　研究紀要　第54号（2018）44
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⑤
下
句
「
サ
止
め
型
」
の
増
加

と
い
う
現
象
が
、
決
し
て
偶
然
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
各
項
目
に
つ
い
て
千
句
全
体
に
調
査
を

及
ぼ
せ
ば
、
す
ぐ
に
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
結
果
は
【
表
Ⅰ
】
の
ご
と
く
で
あ
る
（
表
中
「
指
標
値
」

の
数
値
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
注
意
さ
れ
た
い
の
は
、
『
享
徳
二
年
千
句
』
を
構
成
す
る
十
巻
の
百
韻

中
、
名
所
句
の
数
が
最
も
少
な
い
も
の
は
第
一
「
何
玉
」
の
六
句
で
あ
る
が
、
『
葉
守
千
句
』
の
場

合
、
十
巻
中
最
多
の
第
九
「
朝
何
」
で
も
五
句
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
同
様
に
、
願
望
表
現
・
命
令
禁
止
表
現
・
疑
問
詞
を
用
い
た
句
の
数
に
つ
い
て
は
、
『
享
徳

二
年
千
句
』
に
お
け
る
最
大
値
が
第
七
「
手
何
」
の
一
四
句
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
葉
守
千
句
』
の

場
合
は
最
少
で
も
一
五
句
（
第
三
「
白
何
」
）
で
あ
る
。
心
情
形
容
詞
の
例
数
で
も
、『
享
徳
二
年
千
句
』

に
お
け
る
最
大
値
が
七
（
第
五
「
何
路
」
）
に
対
し
、
『
葉
守
千
句
』
の
最
小
値
で
も
、
そ
れ
を
越
え

た
八
（
第
一
「
何
人
」
と
第
九
「
朝
何
」
）
で
あ
る
。
体
言
止
め
下
句
末
七
字
「
三
㹺

四
型
」
の
句
数

は
、
『
享
徳
二
年

千
句
』
の
最
小
値

は
一
七
（
第
五
「
何

路
」
と
第
六
「
白

何
」
）
で
あ
る
の

に
対
し
、
『
葉
守

千
句
』
の
最
大
値

で
も
、
そ
れ
を
下

回
っ
て
一
四
（
第

一
「
何
人
」
と
第

二
「
何
路
」
と
第

三
「
白
何
」
と
第

七
「
一
字
露
顕
」
）

で
あ
る
。
ま
た
、

下
句
「
サ
止
め
型
」

の
句
は
、
一
句
を

ボ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
『
享
徳
二
年

千
句
』
の
場
合
は

全
て
そ
れ
以
下
、

『
葉
守
千
句
』
の

場
合
は
全
て
そ
れ

以
上
で
あ
る
。
以

上
、
両
千
句
の
間

に
は
、
ほ
と
ん
ど

「
判
然
と
し
た
」
と
言
え
る
ほ
ど
の
相
異
の
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
〈
注
６
〉
。

　
　

各
項
目
に
つ
い
て
千
句
六
巻
を
調
査
す
る

　

享
徳
二
年
か
ら
長
享
元
年
の
間
に
、
連
歌
の
風
体
は
以
上
の
ご
と
く
変
化
し
た
。
そ
れ
は
、
ど
の

よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
た
も
の
か
。
そ
の
間
に
成
立
し
た
心
敬
・
専
順
・
宗
祇
が
一
座
す
る
「
千
句
」

（
た
だ
し
、
百
韻
十
巻
が
揃
っ
て
い
る
も
の
）
と
し
て
は
、
『
熊
野
千
句
』
（
寛
正
五
年
、
心
敬
・
専

順
・
宗
祇
他
）
、
『
河
越
千
句
』
（
文
明
二
年
、
心
敬
・
宗
祇
他
）
、
『
三
島
千
句
』
（
文
明
三
年
、
宗
祇

独
吟
）
、『
美
濃
千
句
』
（
文
明
四
年
、
専
順
・
宗
祇
他
）
、『
因
幡
千
句
』
（
文
明
七
年
、
専
順
他
）
、『
表

佐
千
句
』
（
文
明
八
年
、
専
順
・
宗
祇
他
）
の
六
種
が
現
存
す
る
。
そ
の
六
種
に
つ
い
て
、
『
享
徳
二

年
千
句
』
『
葉
守
千
句
』
と
同
様
の
調
査
を
行
な
う
と
、
順
に
【
表
Ⅱ
】
の
結
果
が
得
ら
れ
る
（
表

࠙⾲Ϩࠚ
第
一

第
二

第
三

第
四

第
五

第
六

第
七

第
八

第
九

第
十

平
均

指
標
値

享
徳
二
年
千
句

ձ 6 11 9 15 12 10 9 9 8 12 10.1 0

ղ 8 13 11 9 8 11 14 13 12 10 10.9 0

ճ 4 4 6 6 7 5 4 5 4 6 5.3 0

մ 24 21 18 24 17 17 22 21 25 16 20.5 0

յ 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0.4 0

葉
守
千
句

ձ 1 3 3 1 1 1 4 1 5 2 2.2 100

ղ 23 21 15 18 19 17 22 16 22 17 19.0 100

ճ 8 11 14 15 14 9 9 16 8 14 11.8 100

մ 14 14 14 5 10 12 14 12 13 8 11.6 100

յ 2 4 1 8 3 4 1 7 1 4 3.5 100

࠙⾲ϩࠚ
第
一

第
二

第
三

第
四

第
五

第
六

第
七

第
八

第
九

第
十

平
均

指
標
値

熊
野
千
句

ձ 5 4 5 9 8 7 9 9 5 8 6.9 41

ղ 9 12 14 10 10 7 8 10 10 8 9.8 -14
ճ 4 5 7 9 6 5 7 8 5 8 6.4 17

մ 20 19 15 18 17 16 14 13 17 16 16.5 45

յ 1 0 1 2 2 0 0 1 0 2 0.9 16

河
越
千
句

ձ 3 6 5 7 7 9 6 4 5 4 5.6 57

ղ 11 9 7 12 6 10 13 10 15 13 10.6 -4
ճ 11 11 10 15 8 8 8 10 12 13 10.6 82

մ 14 17 14 7 17 18 18 14 13 13 14.5 67

յ 2 1 0 1 0 2 2 2 1 3 1.4 32

三
島
千
句

ձ 8 8 3 3 3 8 2 4 8 6 5.3 61

ղ 18 17 21 18 15 13 19 17 17 19 17.4 81

ճ 10 5 9 6 8 10 11 8 7 6 8.0 42

մ 13 16 15 13 21 16 21 13 19 19 16.6 44

յ 2 4 0 2 2 2 1 4 1 2 2.0 52

美
濃
千
句

ձ 7 5 6 5 8 8 4 4 2 2 5.1 63

ղ 16 8 15 13 16 8 7 14 11 16 12.4 19

ճ 9 8 5 10 7 9 5 9 13 8 8.3 46

մ 16 22 19 18 17 12 18 20 18 17 17.6 33

յ 0 1 1 3 3 2 0 0 4 0 1.4 32

因
幡
千
句

ձ 6 7 3 10 5 7 7 8 7 7 6.7 43

ղ 8 7 8 8 17 10 8 7 5 13 8.8 -26
ճ 7 9 7 7 4 6 8 7 5 7 6.7 22

մ 18 16 26 20 15 15 16 18 19 13 17.6 33

յ 2 2 1 0 1 2 1 1 3 1 1.4 32

表
佐
千
句

ձ 4 6 11 5 3 4 7 2 0 6 4.8 67

ղ 15 8 15 13 17 9 7 14 13 17 12.8 23

ճ 7 6 10 8 8 9 9 10 13 9 8.9 55

մ 15 20 19 20 20 13 11 15 19 12 16.4 46

յ 0 1 0 2 1 3 1 3 2 4 1.7 42

ᐶṇ㹼ᩥ᫂ᮇࡢ㐃ḷࠕࡿࡅ࠾࡟୐㈼㢼ࠖࠕ࡜᐀♲㢼ࠖ 43
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中
の
「
指
標
値
」
と
い
う
の
は
、『
享
徳
二
年
千
句
』
の
平
均
値
を
〇
（
ゼ
ロ
）
と
し
、『
葉
守
千
句
』

の
平
均
値
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
そ
の
値
が
ど
こ
に
当
た
る
か
を
示
す
数
値
で
あ
る
。
例
え
ば
『
享

徳
二
年
千
句
』
の
平
均
値
が
一
〇
・
〇
、
『
葉
守
千
句
』
の
平
均
値
が
二
二
・
〇
の
場
合
、
そ
の
数
値

が
一
三
で
あ
れ
ば
二
五
、
一
六
で
あ
れ
ば
五
〇
、
一
九
で
あ
れ
ば
七
五
が
「
指
標
値
」
と
な
る
。
七
で

あ
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ス
二
五
が
「
指
標
値
」
と
な
る
）〈
注
７
〉
。
以
下
①
～
⑤
の
各
項
目
に
つ
い
て
、【
表

Ⅱ
】
の
結
果
を
検
討
す
る
。

　

①
（
名
所
句
の
減
少
）
に
つ
い
て
、
『
享
徳
二
年
千
句
』
か
ら
『
葉
守
千
句
』
に
至
る
八
種
の
千

句
の
平
均
値
の
変
化
を
指
標
値
に
よ
っ
て
図
表
に
し
て
示
す
と
【
①
】
の
ご
と
く
と
な
る
。
ま
ず
『
熊

野
千
句
』
の
時
点
で
大
き
く
進
み
、
そ
れ
が
『
河
越
千
句
』
で
更
に
進
み
、『
三
島
千
句
』『
表
佐
千
句
』

と
、
同
レ
ベ
ル
で
推
移
し
、『
因
幡
千
句
』
で
は
一
旦
『
熊
野
千
句
』
の
レ
ベ
ル
に
後
退
す
る
が
、『
表

佐
千
句
』
で
は
、
再
度
進
み
、
『
葉
守
千
句
』
に
至
る
。
こ
れ
は
、
「
宗
祇
風
」
に
お
け
る
「
名
所
句

の
減
少
」
と
い
う
現
象
が
、
心
敬
・
専
順
の
志
向
を
継
承
し
、
そ
れ
を
推
し
進
め
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

②
（
願
望
表
現
・
命
令
禁
止
表
現
・
疑
問
詞
を
用
い
た
句
の
増
加
）
に
つ
い
て
、
同
様
に
指
標
値

に
よ
っ
て
図
表
に
し
て
示
す
と
【
②
】
の
ご
と
く
に
な
る
。
結
果
は
、
①
の
場
合
と
大
き
く
相
違
す
る
。

『
熊
野
千
句
』
『
河
越
千
句
』
に
お
い
て
は
、
ま
だ
『
享
徳
二
年
千
句
』
と
同
レ
ベ
ル
（
と
言
う
よ
り
、

む
し
ろ
後
退
し
た
）
数
値
し
か
得
ら
れ
ず
、
そ
れ
が
、『
三
島
千
句
』
に
お
い
て
、
一
挙
に
増
加
す
る
。

し
か
し
、
そ
れ
も
『
美
濃
千
句
』
で
か
な
り
後
退
し
、『
因
幡
千
句
』
で
は
、
ま
た
『
享
徳
二
年
千
句
』

よ
り
も
後
退
し
た
数
値
と
な
る
。
そ
れ
が
『
表
佐
千
句
』
で
『
美
濃
千
句
』
の
レ
ベ
ル
に
回
復
し
、

『
葉
守
千
句
』
に
至
る
。
研
究
者
に
は
今
更
の
念
押
し
に
な
る
が
、
『
三
島
千
句
』
は
宗
祇
の
独
吟
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
専
順
の
影
響
も
、
心
敬
の
影
響
も
入
り
こ
む
余
地
は
な
い
。
即
ち
、「
願
望
表
現
・

命
令
禁
止
表
現
・
疑
問
詞
を
用
い
た
句
の
増
加
」
と
い
う
現
象
が
、
宗
祇
連
歌
に
特
有
の
大
き
な
特

徴
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

③
（
心
情
形
容
詞
の
増
加
）
に
つ
い
て
、
同
様
に
指
標
値
に
よ
っ
て
図
表
に
し
て
示
す
と
【
③
】

の
ご
と
く
に
な
る
。
『
熊
野
千
句
』
で
少
し
増
加
し
た
後
、『
河
越
千
句
』
で
大
き
く
数
値
を
上
げ
る
。

『
三
島
千
句
』
で
は
、
ま
た
少
し
後
退
し
、
以
下
の
推
移
は
、
ほ
ぼ
①
②
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
『
河

越
千
句
』
は
心
敬
を
ト
ッ
プ
・
メ
ン
バ
ー
と
す
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宗
祇
連
歌
に
お

け
る
「
心
情
形
容
詞
の
増
加
」
と
い
う
現
象
は
、
心
敬
の
志
向
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
す

る
こ
と
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
う
す
る
と
、
同
じ
く
心
敬
を
ト
ッ
プ
・
メ
ン
バ
ー
と
す
る

『
熊
野
千
句
』
の
数
値
が
何
故
低
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
い
く
つ
か
の
考
え
方
が
可
能
で

あ
る
が
、
こ
と
さ
ら
な
推
測
は
慎
み
、
今
は
、
事
実
の
提
示
に
と
ど
め
た
い
。
ま
た
、
こ
の
点
で
専

順
の
連
歌
が
旧
態
で
あ
る
こ
と
は
、
『
因
幡
千
句
』
の
数
値
か
ら
知
れ
よ
う
。

　

④
（
体
言
止
め
下
句
末
七
字
「
三
｜

四
型
」
の
減
少
）
に
つ
い
て
、
同
様
に
指
標
値
に
よ
っ
て
図

表
に
し
て
示
す
と
【
④
】
の
ご
と
く
に
な
る
。
『
熊
野
千
句
』
で
、
既
に
『
享
徳
二
年
千
句
』
に
比

べ
か
な
り
進
ん
だ
値
が
得
ら
れ
、
『
河
越
千
句
』
で
更

に
進
む
。
『
三
島
千
句
』
で
は
『
熊
野
千
句
』
の
レ
ベ

ル
に
戻
り
、『
美
濃
千
句
』
『
因
幡
千
句
』
『
表
佐
千
句
』

と
、
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
で
推
移
し
、
最
後
に
『
葉
守

千
句
』
に
至
っ
て
再
度
大
き
く
進
む
。
①
の
場
合
と

同
じ
く
「
体
言
止
め
下
句
末
七
字
「
三
㹺

四
型
」
の
減

少
」
と
い
う
現
象
も
、
心
敬
・
専
順
の
志
向
を
継
承
し
、

そ
れ
を
推
し
進
め
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

⑤
（
下
句
「
サ
止
め
型
」
の
増
加
）
に
つ
い
て
、

同
様
に
図
表
に
し
て
示
す
と
【
⑤
】
の
ご
と
く
に
な
る
。

『
熊
野
千
句
』
『
河
越
千
句
』
『
三
島
千
句
』
と
、
段
階

的
に
増
加
し
、『
美
濃
千
句
』『
因
幡
千
句
』
で
、
一
旦
『
河

越
千
句
』
の
レ
ベ
ル
に
戻
り
、
『
表
佐
千
句
』
で
少
し

回
復
し
た
後
、
『
葉
守
千
句
』
で
大
き
く
増
加
す
る
。

①
④
の
場
合
と
同
じ
く
、
「
下
句
「
サ
止
め
型
」
の
増

加
」
と
い
う
現
象
も
、
心
敬
・
専
順
の
志
向
を
継
承
し
、
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そ
れ
を
推
し
進
め
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
　

各
千
句
の
総
括

　

以
上
を
確
認
し
た
上
で
、
調
査
し
た
各
千
句
に
つ
い
て
総
括
す
る
。

　

『
熊
野
千
句
』
…
…
「
名
所
句
の
減
少
」
と
「
体
言
止
め
下
句
末
七
字
「
三
㹺

四
型
」
の
減
少
」
の

二
項
目
で
新
し
い
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
が
、
他
の
点
で
は
、
『
享
徳
二
年
千
句
』
の
値
と
余
り
変
化

は
な
く
、
特
に
「
願
望
表
現
・
命
令
禁
止
表
現
・
疑
問
詞
も
用
い
た
句
の
増
加
」
の
点
で
は
、
む
し

ろ
後
退
し
て
い
る
。
宗
祇
も
一
座
す
る
作
品
で
あ
る
が
、
全
般
的
に
宗
祇
ら
し
さ
は
ほ
と
ん
ど
感
じ

ら
れ
ず
、
む
し
ろ
、
宗
砌
没
後
の
「
後
期
七
賢
風
」
の
作
品
と
総
括
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

『
河
越
千
句
』
…
…
「
心
情
形
容
詞
の
増
加
」
と
「
体
言
止
め
下
句
末
七
字
「
三
㹺

四
型
」
の
減
少
」

の
二
項
目
で
は
、
宗
祇
独
吟
で
あ
る
『
三
島
千
句
』
よ
り
も
、
『
葉
守
千
句
』
に
近
い
値
が
得
ら
れ

る
。
ま
た
「
名
所
句
の
減
少
」
「
下
句
「
サ
止
め
型
」
の
増
加
」
の
二
項
目
で
も
、
『
熊
野
千
句
』
よ

り
更
に
進
ん
だ
値
が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
非
常
に
「
宗
祇
風
っ
ぽ
い
」
作
品
で
は
あ
る
の
で
あ
る

が
、
宗
祇
の
風
体
の
眼
目
と
も
言
う
べ
き
「
願
望
表
現
・
命
令
禁
止
表
現
・
疑
問
詞
を
用
い
た
句
の

増
加
」
の
点
に
お
い
て
、
な
お
、『
享
徳
二
年
千
句
』
レ
ベ
ル
の
値
し
か
得
ら
れ
ず
、
そ
の
点
で
「
宗

祇
風
」
の
作
品
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
連
歌
の
風
体
が
「
七
賢
風
」
か
ら
「
宗
祇
風
」
に
変
わ
っ

て
ゆ
く
過
程
で
の
過
渡
的
な
風
体
と
総
括
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

『
三
島
千
句
』
…
…
宗
祇
の
独
吟
で
、
宗
祇
連
歌
の
当
時
の
姿
そ
の
も
の
を
示
す
作
品
で
あ
り
、

調
査
で
得
ら
れ
た
値
は
、
五
つ
の
項
目
の
全
て
で
、
「
宗
祇
風
」
と
呼
べ
る
レ
ベ
ル
の
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
と
り
わ
け
「
願
望
表
現
・
命
令
禁
止
表
現
・
疑
問
詞
を
用
い
た
句
の
増
加
」
の
項
目
で
、

後
の
『
葉
守
千
句
』
に
匹
敵
す
る
値
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
作
品
を
「
宗
祇
風
」
と
判
断
さ
せ

る
所
の
最
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
宗
祇
風
」と
呼
べ
る
レ
ベ
ル
で
は
あ
っ
て
も
、

五
項
目
全
て
で
『
葉
守
千
句
』
の
数
値
に
及
ば
な
い
の
は
、
ま
だ
こ
の
作
品
が
「
宗
祇
風
」
の
成
立

過
程
の
途
上
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
〈
注
８
〉
。

　

『
美
濃
千
句
』
…
…
『
三
島
千
句
』
か
ら
比
較
し
て
、
「
願
望
表
現
・
命
令
禁
止
表
現
・
疑
問
詞
を

用
い
た
句
の
増
加
」「
体
言
止
め
下
句
末
七
字
「
三
㹺

四
型
」
の
減
少
」「
下
句
「
サ
止
め
型
」
の
増
加
」

の
三
項
目
で
値
が
後
退
す
る
。
特
に
、
「
願
望
表
現
・
命
令
禁
止
表
現
・
疑
問
詞
を
用
い
た
句
の
増
加
」

の
項
目
で
の
後
退
度
は
大
き
い
が
、
そ
れ
で
も
、
『
河
越
千
句
』
以
前
の
レ
ベ
ル
ま
で
は
落
ち
込
ん

で
お
ら
ず
、
二
者
択
一
的
に
は
「
宗
祇
風
」
と
し
得
る
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
祇
自
身
が

既
に
「
宗
祇
風
」
の
風
体
を
確
立
し
て
い
る
こ
と
は
『
三
島
千
句
』
に
お
い
て
検
証
し
た
ご
と
く
で

あ
る
が
、
同
座
し
て
い
る
専
順
と
の
関
係
上
、
他
の
連
衆
と
の
間
に
自
ら
の
手
法
を
共
有
せ
し
め
る

こ
と
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
宗
祇
風
」
で
は
あ
る
が
、
不
鮮
明
な
感
の
あ
る

も
の
と
で
も
総
括
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

『
因
幡
千
句
』
…
…
『
美
濃
千
句
』
か
ら
比
較
し
て
も
、
「
名
所
句
の
減
少
」
「
願
望
表
現
・
命
令

禁
止
表
現
・
疑
問
詞
を
用
い
た
句
の
増
加
」
「
心
情
形
容
詞
の
増
加
」
の
三
項
目
で
、
大
き
く
値
が

後
退
す
る
。
と
り
わ
け
「
願
望
表
現
・
命
令
禁
止
表
現
・
疑
問
詞
を
用
い
た
句
の
増
加
」
で
の
後
退

は
著
し
く
、
『
河
越
千
句
』
以
前
の
レ
ベ
ル
ま
で
後
退
す
る
。
こ
れ
で
は
、
と
て
も
「
宗
祇
風
」
の

作
品
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
該
千
句
は
、
取
り
扱
っ
た
『
熊
野
千
句
』
以
降
の
作
品
中
、
宗

祇
が
一
座
し
な
い
唯
一
の
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
連
歌
が
、
宗
祇
が
一
座
し
な
い
と
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
が
知
れ
る
と
い
う
点
で
、
逆
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
風

体
的
に
は
「
七
賢
風
」
の
最
末
期
の
も
の
と
総
括
で
き
よ
う
。

　

『
表
佐
千
句
』
…
…
『
美
濃
千
句
』
と
同
じ
く
専
順
・
宗
祇
を
主
要
メ
ン
バ
ー
と
す
る
作
品
で
、

得
ら
れ
る
値
も
、
五
項
目
全
て
『
美
濃
千
句
』
と
同
レ
ベ
ル
と
言
え
る
範
囲
で
あ
る
。
『
美
濃
千
句
』

と
同
様
に
、「
宗
祇
風
」
で
は
あ
る
が
、
不
鮮
明
な
感
の
あ
る
も
の
と
総
括
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
、『
美

濃
千
句
』
と
比
較
し
て
、
五
項
目
の
全
て
で
『
葉
守
千
句
』
の
値
に
少
し
近
づ
い
て
い
る
の
は
、
そ

の
間
に
、
連
衆
に
対
す
る
宗
祇
の
影
響
力
が
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
覗
わ
せ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
か
月
後
（
文
明
八
年
三
月
二
十
日
）
専
順
が
没
し
、
以
後
、
「
宗
祇
風
」
が
次

第
に
世
を
風
靡
す
る
よ
う
に
な
る
。
『
葉
守
千
句
』
は
、
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
作
品
と
言
え

よ
う
。

　
　

『
三
島
千
句
』
以
前
の
宗
祇
の
独
吟
百
韻

　

以
上
、
現
存
千
句
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
風
体
が
「
七
賢
風
」
か
ら
「
宗
祇
風
」
へ
と
移
行
し
て

ゆ
く
過
程
を
検
証
し
た
。
で
は
、
宗
祇
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て
、
そ
の
連
歌
が
「
宗
祇
風
」
の

面
貌
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
頃
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
幸
い
な
こ
と
に
、
宗
祇
の
場

合
、『
三
島
千
句
』
以
前
の
独
吟
作
品
〈
注
９
〉
が
多
く
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

対
象
と
す
る
の
は
、
次
の
八
巻
で
あ
る
。

（
ａ
）
寛
正
二
年
正
月
一
日
「
何
人
」
（
あ
ま
の
と
を
）
〈
注
10
〉

（
ｂ
）
寛
正
二
年
九
月
二
十
三
日
「
何
人
」
（
い
は
が
ね
に
）
〈
注
11
〉

（
ｃ
）
寛
正
四
年
三
月
某
日
「
何
船
」
（
は
ら
ふ
べ
き
）
〈
注
12
〉

（
ｄ
）
寛
正
五
年
正
月
一
日
「
名
所
」
（
は
な
の
は
る
）
〈
注
13
〉

（
ｅ
）
文
正
二
年
正
月
一
日
「
名
所
」
（
ふ
じ
の
ね
も
）
〈
注
14
〉

（
ｆ
）
応
仁
二
年
正
月
一
日
「
何
人
」
（
つ
き
の
あ
き
）
〈
注
15
〉

（
ｇ
）
成
立
年
月
日
未
詳
「
何
船
」
（
は
る
は
ま
た
）
〈
注
16
〉

（
ｈ
）
成
立
年
月
日
未
詳
「
何
路
」
（
か
す
み
か
は
）
〈
注
17
〉

ᐶṇ㹼ᩥ᫂ᮇࡢ㐃ḷࠕࡿࡅ࠾࡟୐㈼㢼ࠖࠕ࡜᐀♲㢼ࠖ 41
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右
の
独
吟
百
韻
八
巻
に
つ
い
て
、
千
句
の
場
合
と
同
じ
①
～
⑤
の
五
つ
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
す

る
と
、
【
表
Ⅲ
】
の
結
果
が
得
ら
れ
る
〈
注
18
〉
。
数
値
の
列
挙
だ
け
で
は
、
直
観
的
に
判
断
し
難
い

の
で
、
得
ら
れ
た
数
値
が
、
『
三
島
千
句
』
か
ら
得
ら
れ
る
値
の
範
囲
で
あ
る
な
ら
○
、
『
享
徳
二
年

千
句
』
に
近
い
範
囲
外
の
値
で
あ
る
な
ら
×
、
『
三
島
千
句
』
の
範
囲
を
越
え
て
『
葉
守
千
句
』
に

近
い
値
な
ら
◎
と
い
う
記
号
に
置
き
換
え
る
と
（
例
え
ば
③
「
心
情
形
容
詞
の
増
加
」
で
言
う
と
、

【
表
Ⅱ
】
の
ご
と
く
、
『
三
島
千
句
』
を
構
成
す
る
十
巻
の
百
韻
に
お
い
て
、
心
情
形
容
詞
の
例
数
が

最
も
多
い
も
の
は
第
七
「
何
木
」
の
一
一
、
最
も
少
な
い
も
の
は
第
二
「
何
船
」
の
五
で
あ
る
か
ら
、

得
ら
れ
た
数
値
が
五
以
上
一
一
以
下
で
あ
る
な
ら
○
、
四
以
下
な
ら
×
、
一
二
以
上
な
ら
◎
と
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
、
【
表
Ⅲ
】
の
結
果
は
【
表
Ⅳ
】
の
ご
と
く
と
な
る
〈
注
19
〉
。
（
ｂ
）
の
寛
正

二
年
九
月
二
十
三
日
「
何
人
」
に
お
い
て
、
名
所
句
が
九
句
と
、
一
句
多
す
ぎ
る
と
い
う
一
点
を
除

い
て
、
全
て
○
ま
た
は
◎
が
入
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
百
韻
は
、
『
三
島
千
句
』
の
各
百
韻
と
同

等
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
「
宗
祇
風
」
な
作
品
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宗
祇
の
連
歌
は
、
中
央
の
連

歌
界
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
そ
の
最
初
か
ら
、
「
宗
祇
風
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

注 

１
：
テ
キ
ス
ト
は
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
』
第
二
冊
を
基
礎
と
す
る
が
、
た
だ
し
、
諸
本
と
の

校
合
や
式
目
作
法
と
の
対
照
に
よ
っ
て
、
私
が
よ
り
正
し
い
と
考
え
た
本
文
を
用
い
る
。
以
下
、

一
々
断
ら
な
い
が
、
こ
の
手
法
は
、
本
稿
で
取
り
扱
う
全
て
の
連
歌
作
品
に
当
て
は
ま
る
。
た
だ

し
、
仮
令
依
拠
テ
キ
ス
ト
の
相
違
で
デ
ー
タ
に
多
少
の
増
減
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
方
法
論
的
に
、

結
論
に
大
差
は
生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

注 

２
：
テ
キ
ス
ト
は
江
藤
保
定
『
宗
祇
の
研
究
』
資
料
編
を
基
礎
と
す
る
。

注 

３
：
宗
砌
は
、
名
所
を
多
く
つ
か
う
ま
つ
る
に
や
。
当
奉
行
・
能
阿
も
、
好
み
侍
る
也
。
是
は
、

た
だ
好
む
と
侍
ら
ね
ど
も
、
事
を
広
く
覚
え
て
侍
る
ま
ま
に
、
似
合
ひ
た
る
事
に
は
取
り
出
だ
し

て
、
お
の
づ
か
ら
付
く
る
事
也
。

注 

４
：
接
尾
辞
「
さ
」
が
付
い
て
名
詞
化
さ
れ
た
例
も
含
め
る
。

注 

５
：
「
は
か
な
し
」
は
必
ず
し
も
端
的
に
心
情
を
表
現
す
る
形
容
詞
と
は
言
い
が
た
い
が
、
宗
祇

風
連
歌
で
非
常
に
好
ま
れ
る
形
容
詞
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
数
え
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
そ

れ
を
除
い
て
も
、
結
論
が
大
き
く
相
違
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

注 

６
：
同
様
の
作
業
を
、
私
は
以
前
も
う
少
し
詳
し
い
形
で
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
の
中
で
、
余
り
に
細
か
く
論
を
展
開
す
る
の
は
、
か
え
っ
て
論
旨
を
不
明
瞭
に
す
る
の

で
、
右
の
五
項
目
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
気
に
な
る
向
き
は
、
拙
著
『
連
歌
の
新
研
究　

論

考
編
』
第
四
章
第
一
節
「
宗
砌
連
歌
と
の
比
較
か
ら
見
た
宗
祇
連
歌
の
特
徴
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注 

７
：
テ
キ
ス
ト
は
、『
熊
野
千
句
』
と
『
河
越
千
句
』
は
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
』
第
五
冊
、『
三

島
千
句
』
は
金
子
金
治
郎
『
連
歌
古
注
釈
の
研
究
』
、
『
美
濃
千
句
』
と
『
因
幡
千
句
』
と
『
表
佐

千
句
』
は
古
典
文
庫
『
千
句
連
歌
集
』
第
四
冊
を
基
礎
と
し
た
も
の
を
用
い
た
。
ま
た
各
千
句
の

「
追
加
」
は
対
象
外
と
し
た
。
）

注 

８
：
こ
の
表
現
は
、
「
宗
祇
風
」
の
成
立
過
程
に
関
し
て
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
連
歌
文
芸
と
し

て
の
達
成
度
に
関
し
て
い
う
も
の
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
『
三
島
千

句
』
の
連
歌
文
芸
と
し
て
の
達
成
度
は
極
め
て
高
い
と
私
は
考
え
て
い
る
が
、
今
、
そ
れ
を
論
ず

る
余
裕
は
な
い
。

注
９
：
専
順
等
他
者
の
発
句
を
立
句
と
し
て
借
用
し
た
も
の
も
含
む
。

注
10
：
テ
キ
ス
ト
は
江
藤
保
定
『
宗
祇
の
研
究
』
資
料
編
を
基
礎
と
す
る
。

注
11
：
同
右
。

注
12
：
テ
キ
ス
ト
は
、
北
海
学
園
大
学
北
駕
文
庫
本
の
手
写
ノ
ー
ト
を
基
礎
と
す
る
。

注
13
：
テ
キ
ス
ト
は
江
藤
保
定
『
宗
祇
の
研
究
』
資
料
編
を
基
礎
と
す
る
。

注
14
：
テ
キ
ス
ト
は
同
右
。
成
立
に
は
異
説
も
あ
る
が
、
通
説
に
依
る
。

注
15
：
テ
キ
ス
ト
は
同
右
。
成
立
に
は
異
説
も
あ
る
が
、
通
説
に
依
る
。

注 
16
：
テ
キ
ス
ト
は
古
典
研
究
会
叢
書
第
二
期
『
連
歌
百
韻
集
』
を
基
礎
と
す
る
。
文
明
六
年
の
作

と
す
る
本
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
伊
地
知
鐵
男
氏
の
そ
こ
で
の
解
説
の
と

お
り
。
「
寛
正
年
間
の
成
立
か
」
と
す
る
両
角
倉
一
『
宗
祇
連
歌
の
研
究
』
の
推
定
に
従
う
（
四
ペ
ー

ジ
）
。

注 

17
：
テ
キ
ス
ト
は
江
藤
保
定
『
宗
祇
の
研
究
』
資
料
編
を
基
礎
と
す
る
。
両
角
倉
一
『
宗
祇
連
歌

の
研
究
』
で
は
文
明
五
年
以
前
と
し
て
掲
げ
る
が
、
専
順
の
発
句
を
立
句
に
し
て
い
る
の
で
、（
ａ
）

（
ｄ
）
等
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。

࠙⾲Ϫࠚ ａｂｃｄｅｆｇｈ

寛
正
二
年
正
月
一
日
「
何
人
」

寛
正
二
年
九
月
二
十
三
日
「
何
人
」

寛
正
四
年
三
月
某
日
「
何
船
」

寛
正
五
年
正
月
一
日
「
名
所
」

文
正
二
年
正
月
一
日
「
名
所
」

応
仁
二
年
正
月
一
日
「
何
人
」

「
何
船
」
（
は
る
は
ま
た
）

「
何
路
」
（
か
す
み
か
は
）

ձ 4 9 5 6 4 7

ղ 14 15 17 14 15 19 18 21

ճ 11 7 10 8 11 7 9 8

մ 18 18 17 18 16 19 11 16

յ 0 2 0 0 0 1 5 0

࠙⾲ϫࠚ 㹟 㹠 㹡 㹢 㹣 㹤 㹥 㹦

ձ ۑ × ۑ ۑ ۑ ۑ

ղ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ

ճ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ

մ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ ۔ ۑ

յ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ ۑ ۔ ۑ
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注 

18
：
（
ｄ
）
（
ｅ
）
の
①
の
欄
が
除
外
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
両
百
韻
は
、
全
句
に
名
所
を
賦

し
と
お
す
特
殊
な
作
品
で
あ
る
の
で
、
名
所
句
の
数
は
最
初
か
ら
一
〇
〇
に
決
ま
っ
て
お
り
、
調

査
は
無
意
味
だ
か
ら
で
あ
る
。

注 

19
：
⑤
に
つ
い
て
は
、
『
三
島
千
句
』
に
お
い
て
も
下
句
「
サ
止
め
」
の
句
が
存
在
し
な
い
も
の

が
あ
る
の
で
、
こ
の
欄
が
×
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
点
で
余
り
意
味
は
な
い
が
、
全
般
の
様

子
を
直
観
的
に
把
握
す
る
一
助
に
は
な
る
の
で
、
敢
え
て
示
す
所
で
あ
る
。

ᐶṇ㹼ᩥ᫂ᮇࡢ㐃ḷࠕࡿࡅ࠾࡟୐㈼㢼ࠖࠕ࡜᐀♲㢼ࠖ 39




